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笹原―の板倉や錢絵
‐日で分かります
智のくらフ芽―ラム公民館前に案内板

八
ケ
岳
山
麓
の
魅
力
を
地
域
に
残
る

資
源
か
ら
再
発
見
し
よ
う
と
取
り
組
む

グ
ル
ー
プ

「く
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ

ｎ
八

ケ
岳
」
は
、
茅
野
市
湖
東
の
笹
原
区
に

残
る
板
倉
を
観
光
に
も
活
用
し
よ
う

と
、
笹
原
公
民
館
前
の
広
場
に
案
内
板

を
設
置
し
た
。

２７
日
に
地
元
関
係
者
も

招
い
て
除
幕
式
を
行
っ
た
。

「く
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
同
区
内

に
点
在
す
る
９０
余
り
の
倉
や
、
倉
の
壁

に
左
官
職
人
が
描
い
た

「錢
綴
ヽ
日
跡

な
ど
を
載
せ
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
７
月

に
作

っ
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た

案

内

板

は

縦
■
研
２０
彬
、
横
■
研
５０

考
。

カ
ラ
マ
ツ
の
間
伐
材
を
利
用
し
た

外
枠
は
、
地
元
の
大
工
が
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
で
作

っ
た
。
費
用
は
約
１５
万
円
。

除
幕
式
に
は
「く
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

メ
ン
バ
ー
、市
や
区
の
関
係
者
の
ほ
か
、

製
作
費
を
助
成
し
た
茅
野
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
議
会
の
代
表
ら
が
出
席
。席
上
、

案
内
板
の
寄
贈
を
受
け
た
関
誠
区
長

（６２
）
は
「村
お
こ
し
、地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。

同
市
内
の
別
荘
に
滞
在
中
の
数
学
者

藤
原
正
彦
さ
ん
が
飛
び
入
り
で
あ
い
さ

つ
。
母
の
作
家
藤
原
て
い
の
故
郷
で
も

あ
る
笹
原
に
特
別
の
思
い
入
れ
が
あ
る

と
い
う
藤
原
さ
ん
は

「美
し
い
村
を
守

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と

期
待
の
言
葉
を
寄
せ
た
。

「く
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
２９
日
、

笹
原
区
の
板
倉
や
銀
絵
を
巡
る
ツ
ア
ー

を
行
う
。
事
務
局
長
の
朝
倉
清
さ
ん

（
６９
）
は

「笹
原
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

知

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（牛
山
義
章
）

笹原区の観光に生かそうと設置した板倉と銀絵の案内板


